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背景

産学連携プロジェクトの一つとして、極地研と株式会社KDDI総合
研究所との共同研究として開始

共同研究期間：令和元年11月から令和5年3月まで

テーマ１：LoRaマルチホップ技術を用いて、920MHz帯近辺での低
電力消費の通信ネットワークの構築を目指す

テーマ２：８K映像技術による南極観測隊の記録および南極からの
リアルタイム映像伝送による情報発信を実現する。
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データの有効範囲



構成概念図



LoRa子機



LoRa-GW＠基本観測棟



LoRa中継機



LoRa中継機
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まとめ

920MHz帯電波環境の調査を6回実施した

東オングル島内および、Tルート、Sルートで
の到達を確認できた

見通し距離約12km前後、悪い場所で5km程度。

建屋の外と内での到達は困難

マルチホップ技術は有用と思われる

観測への影響は今後の確認作業が必要


